
(57)【要約】

【課題】

　農作物に寄生する昆虫として約２０００種以上、天敵

の昆虫などを含めればその種数は約１万種以上もあると

いわれており、その大きさや発生時期はまちまちである

。これらの発生時期には自然条件が大きく関わっている

。大きな昆虫は目視で判断できるが、小さな昆虫を目視

で判断するためには専門知識を必要とする。

【解決手段】

　農作物に寄生、飛来する昆虫の発生数を調べるために

、発生部位付近に設置するファンと、ファンを駆動する

モータと、モータの電源とする電池と、吸い込んだ空気

を吹き付けるカートリッジ式粘着シートとより構成し、

発生量を計数することを特徴とする微小昆虫捕獲装置。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 農 作 物 に 寄 生 、 飛 来 す る 昆 虫 の 発 生 数 を 調 べ る た め に 、 発 生 部 位 付 近 に 設 置 す る フ ァ ン
と 、 フ ァ ン を 駆 動 す る モ ー タ と 、 モ ー タ の 電 源 と す る 電 池 と 、 吸 い 込 ん だ 空 気 を 吹 き 付 け
る カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト と よ り 構 成 し 、 発 生 量 を 計 数 す る こ と を 特 徴 と す る 微 小 昆 虫
捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 昆 虫 が 付 着 し た カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト を 読 み 取 る ス キ ャ ナ と 、 コ ン ピ ュ ー タ と 、 画
像 処 理 ソ フ ト ウ ェ ア と を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 微 小 昆 虫 捕 獲 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 農 作 物 に 寄 生 、 飛 来 す る 昆 虫 の 発 生 数 を 調 べ る た め に 、 発 生 部 位 付 近 に て 電 池 を 駆 動 源
と し て 空 気 を 吸 い 込 み 、 カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト に 吹 き 付 け 、 昆 虫 が 付 着 し た カ ー ト リ
ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト を 回 収 し 、 ス キ ャ ナ に て 、 デ ジ タ ル 画 像 と し て コ ン ピ ュ ー タ ー に 取 り 込
み 、 画 像 処 理 ソ フ ト ウ ェ ア に て 判 読 し 、 発 生 量 を 計 数 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 処 理 計 数
方 法 。  
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 茶 樹 、 果 樹 、 野 菜 等 の 農 作 物 に 寄 生 、 飛 来 す る 害 虫 や 益 虫 と 呼 ば れ る 各 種 昆 虫 の 発 生 量
を 調 べ 、 農 作 物 の 栽 培 指 針 を 得 る た め の 装 置 と 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 農 業 技 術 分 野 に お け る 、 害 虫 の 発 生 を 画 像 に て 識 別 す る 従 来 の 技 術 に は 、 下 記 の も の が
あ る 。 正 常 な 作 物 を 最 初 に 撮 影 記 憶 し て お き 、 次 に 病 気 や 害 虫 に 侵 さ れ た 作 物 の 上 を 跨 ぎ
、 正 常 、 不 正 常 の 差 で 病 気 、 害 虫 を 発 見 し 、 併 せ て 農 薬 の 散 布 ま で 行 う 病 害 検 出 ・ 防 除 機
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） や 、 フ ェ ロ モ ン 剤 又 は ラ イ ト で 誘 引 し 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ 又 は ビ デ オ
カ メ ラ で 撮 影 を し て 画 像 を 管 理 者 が 見 て 目 視 判 断 を す る 装 置 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） や 、
単 体 の １ 枚 づ つ の 粘 着 シ ー ト を 農 作 物 （ み か ん ） の 枝 に ぶ ら さ げ て 自 然 付 着 さ せ た 粘 着 シ
ー ト を 定 期 的 に 人 力 で 回 収 し 、 Ｘ Ｙ プ ロ ッ タ ー に 取 り 付 け ら れ た デ ジ タ ル カ メ ラ に て 撮 影
し 、 害 虫 チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ を 計 数 す る も の （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ ） や 、
フ ェ ロ モ ン 剤 で 誘 引 し た 害 虫 を 粘 着 板 に て 捕 獲 し 、 画 像 処 理 に よ り 識 別 計 数 す る シ ス テ ム
（ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 ４ ） や 地 表 部 に 吸 い 込 み 式 機 械 を 設 置 し て 、 自 動 で 作 動 す る ロ ー ル
状 粘 着 シ ー ト に 昆 虫 を 吹 き 付 け て そ の 場 で 撮 影 し コ ン ピ ュ ー タ ー に て 画 像 処 理 計 数 を す る
装 置 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ ） な ど が あ る 。 こ れ ら の 従 来 の 技 術 は 、 各 種 の 理 由 に よ り 、 い
ず れ も 普 及 に は 至 っ て い な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ４ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ５ ９ ４ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 願 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ９ ５ ８ ７ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 静 岡 県 沼 津 工 業 技 術 セ ン タ ー 研 究 報 告 第 ２ 号 「 難 防 除 微 小 害 虫 の 高 速 無
人 計 数 装 置 の 開 発 に 関 す る 研 究 （ 第 １ 報 ） 」
【 非 特 許 文 献 ２ 】 静 岡 県 沼 津 工 業 技 術 セ ン タ ー 研 究 報 告 第 ３ 号 「 難 防 除 微 小 害 虫 の 高 速 無
人 計 数 装 置 の 開 発 に 関 す る 研 究 （ 第 ２ 報 ） 」
【 非 特 許 文 献 ３ 】 静 岡 県 沼 津 工 業 技 術 セ ン タ ー 研 究 報 告 第 ４ 号 「 難 防 除 微 小 害 虫 の 高 速 無
人 計 数 装 置 の 開 発 に 関 す る 研 究 （ 第 ３ 報 ） 」
【 非 特 許 文 献 ４ 】 ２ ０ ０ ３ 年 北 海 道 立 工 業 試 験 場 技 術 支 援 成 果 事 例 集
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 農 作 物 に 寄 生 す る 昆 虫 と し て 約 ２ ０ ０ ０ 種 以 上 、 天 敵 の 昆 虫 な ど を 含 め れ ば そ の 種 数 は
約 １ 万 種 以 上 も あ る と い わ れ て お り 、 そ の 大 き さ や 発 生 時 期 は ま ち ま ち で あ る 。 こ れ ら の
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発 生 時 期 に は 自 然 条 件 が 大 き く 関 わ っ て い る 。 大 き な 昆 虫 は 目 視 で 判 断 で き る が 、 小 さ な
昆 虫 を 目 視 で 判 断 す る た め に は 専 門 知 識 を 必 要 と す る 。 例 え ば 、 茶 樹 の 難 防 除 害 虫 で あ る
ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の ふ 化 幼 虫 は 体 長 ０ ． ２ ｍ ｍ と 小 さ く 、 顕 微 鏡 を 用 い て 目 視 で 数 え
て い る 。 ま た 、 柑 橘 ・ 茶 樹 の 害 虫 で あ る チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ も 体 長 ０ ． ８ ｍ ｍ と 小 さ
く 、 顕 微 鏡 を 用 い て い る 。 こ う し た 微 小 昆 虫 に は よ く 似 た 種 類 が 数 多 く あ り 、 付 着 し た 昆
虫 の 判 断 は 専 門 家 で な い と 困 難 で あ る 。 そ う し た こ と か ら 、 従 来 の 技 術 の 如 く 、 あ る 特 定
の 種 類 に 絞 っ て の 自 動 計 測 が 各 種 試 み ら れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 農 作 物 は 地 域 の 広 範 囲 に わ た り 栽 培 さ れ て い て 、 地 形 、 気 温 な ど の 違 い に よ り 、 数 多 く
の 観 測 地 点 を 設 け る 必 要 が あ る 。 そ の た め に 、 装 置 は 小 さ く 、 軽 く 、 安 価 で 、 取 り 扱 い の
簡 便 な 装 置 が 必 要 と さ れ る 。 従 来 の 技 術 の 中 で 最 も 進 ん だ も の は 特 許 文 献 ３ の 装 置 で あ り
、 地 表 部 に 吸 い 込 み 式 機 械 を 設 置 し て 、 ロ ー ル 状 粘 着 シ ー ト に 昆 虫 を 吹 き 付 け て 、 そ の 場
で 自 動 撮 影 し 、 取 り 込 ん だ 画 像 を コ ン ピ ュ ー タ ー に て 画 像 処 理 計 数 を す る 装 置 で あ り 、 全
て を 無 人 で 運 転 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 ３ の 装 置 は ロ ー ル 状 粘 着 シ ー ト の 巻 き 取 り 、 撮 影 機 器 や コ ン ピ ュ ー タ
ー な ど の 一 連 の 高 価 な 装 置 を １ ヶ 所 １ 台 必 要 と さ れ 、 広 範 囲 に 数 多 く 設 置 す る こ と は 困 難
で あ り 、 簡 便 で 安 価 な 装 置 を 発 明 す る こ と が 課 題 で あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 手 段 は 、 農 作 物 に 寄 生 、 飛 来 す る 昆 虫 の 発 生 数 を 調 べ る た め に 、 発 生 部
位 付 近 に 設 置 す る フ ァ ン と 、 フ ァ ン を 駆 動 す る モ ー タ と 、 モ ー タ の 電 源 と す る 電 池 と 、 吸
い 込 ん だ 空 気 を 吹 き 付 け る カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト と よ り 構 成 し 、 発 生 量 を 計 数 す る こ
と を 特 徴 と す る 微 小 昆 虫 捕 獲 装 置 。 第 ２ の 手 段 は 、 第 １ の 手 段 に 昆 虫 が 付 着 し た カ ー ト リ
ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト を 読 み 取 る ス キ ャ ナ と 、 コ ン ピ ュ ー タ と 、 画 像 処 理 ソ フ ト ウ ェ ア と を 設
け る こ と を 特 徴 と す る 微 小 昆 虫 捕 獲 装 置 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 手 段 は 、 農 作 物 に 寄 生 、 飛 来 す る 昆 虫 の 発 生 数 を 調 べ る た め に 、 発 生 部
位 付 近 に て 電 池 を 駆 動 源 と し て 空 気 を 吸 い 込 み 、 カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト に 吹 き 付 け 、
昆 虫 が 付 着 し た カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト を 回 収 し 、 ス キ ャ ナ に て 、 デ ジ タ ル 画 像 と し て
コ ン ピ ュ ー タ ー に 取 り 込 み 、 画 像 処 理 ソ フ ト ウ ェ ア に て 判 読 し 、 発 生 量 を 計 数 す る こ と を
特 徴 と す る 画 像 処 理 計 数 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 装 置 は 、 小 型 、 軽 量 、 安 価 、 簡 単 、 便 利 な 装 置 で あ り 、 数 多 く 設 置 す る こ と が
で き 、 専 門 家 で な く て も 早 く 正 確 に 各 種 の 昆 虫 の 発 生 を 掴 む こ と が で き 、 高 効 率 な 防 除 並
び に 農 薬 散 布 量 の 軽 減 に 役 立 ち 、 ま た 、 各 種 微 小 昆 虫 へ の 汎 用 が 可 能 で 、 農 業 技 術 の 向 上
に 役 立 つ も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 茶 樹 、 果 樹 、 野 菜 等 の 農 作 物 全 般 に 寄 生 、 飛 来 す る 昆 虫 類 を 対 象 と し て い る
が 、 こ こ で は 、 茶 樹 を 具 体 的 な 農 作 物 と し て 述 べ る 。 図 １ は 本 発 明 の 捕 虫 計 数 装 置 の 設 置
例 で あ る 。 茶 樹 の ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ を 対 象 と し た 場 合 に は 、 図 １ の よ う に 、 茶 樹 １ 内
の 雌 成 虫 １ １ が 多 く 見 ら れ る 枝 付 近 に 設 け る の が 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 装 置 の 斜 視 図 で あ り 、 １ ． ５ ボ ル ト の 単 ３ 乾 電 池 ２ １ を ４ 本 用 い て 電 源
と し た 小 型 モ ー タ ２ ０ に よ る フ ァ ン ２ ２ を 設 け 、 吸 い 込 ん だ 空 気 を 整 流 板 ２ ３ 、 風 洞 ２ ４
を へ て カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト ２ ５ に 吹 き 付 け る 。 カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト ２ ５ の 前
面 左 右 に は 空 気 の 吹 き 抜 け を 良 く す る た め に 吹 き 抜 け 窓 ２ ６ を 設 け る 。 カ ー ト リ ッ ジ 式 粘
着 シ ー ト ２ ５ は 抜 き 差 し 容 易 な ス ラ イ ド 式 と し た 。 電 源 の 乾 電 池 ２ １ は 他 の 電 池 、 例 え ば
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、 小 型 太 陽 電 池 に て の 充 電 式 も 考 慮 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 装 置 の 斜 視 図 で あ り 、 微 小 昆 虫 が 付 着 し た カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト ２
５ を 回 収 し 、 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ３ ０ や フ ィ ル ム ス キ ャ ナ ３ １ な ど の ス キ ャ ナ に て デ ジ タ ル
画 像 化 を さ れ て 数 値 と し て コ ン ピ ュ ー タ ー ３ ２ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 数 値 と し て コ ン ピ ュ ー タ ー ３ ２ に 記 憶 し た デ ジ タ ル 画 像 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー ３ ２ で の 画
像 解 析 用 ソ フ ト ウ ェ ア に て 、 画 像 内 の 対 象 害 虫 の 数 を 数 え る 計 数 処 理 を 行 う 。 こ の 画 像 解
析 に は 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 図 ４ の 各 閾 値 、 輝 度 、 彩 度 、 色 相 、 面 積 、 円 形 度 の ５ つ の
閾 値 を も と に 照 合 さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 茶 樹 の 難 防 除 害 虫 で あ る ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の 幼 虫 発 生 を 観 測 し た 実 施 例 を あ げ て 説
明 す る 。 図 １ の 如 く 、 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の 寄 生 し た 茶 樹 １ 付 近 に 、 本 実 施 例 の 微 小 昆
虫 捕 獲 装 置 １ ０ を 設 置 す る 。 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ は 年 間 ３ 回 の ふ 化 を 繰 り 返 す 。 ふ 化 直
後 の 幼 虫 は 樹 皮 上 を 徘 徊 し 、 樹 皮 内 に も ぐ り こ ん で し ま う 。 樹 皮 上 を 徘 徊 し て い る と き が
農 薬 散 布 の 適 期 で あ る 。 高 効 率 の 防 除 に は こ の ふ 化 ピ ー ク を 知 る こ と が 大 切 で あ る 。 微 小
昆 虫 捕 獲 装 置 １ ０ は 図 ２ の 如 く で あ り 、 縦 ９ ０ ｍ ｍ 、 横 ７ ０ ｍ ｍ 、 深 さ １ ５ ０ ｍ ｍ で 重 量
は 乾 電 池 ２ １ も 含 め て １ ６ ０ ｇ と 小 型 、 軽 量 で あ り 、 支 持 台 １ ２ 等 に よ り 、 任 意 の 場 所 に
設 置 す る こ と が 出 来 る 。 付 近 の 空 気 を 吸 い 込 む た め の フ ァ ン ２ ２ （ 本 実 施 例 で は 、 軸 流 フ
ァ ン を 用 い る ） は 直 径 ５ ５ ｍ ｍ 、 回 転 数 ２ ， ６ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 、 風 量 ０ ． ０ ５ ?／ 分 の も の を
用 い る 。 電 源 は １ ． ５ ボ ル ト の 単 ３ 乾 電 池 ２ １ を ４ 本 用 い て 直 流 ６ ボ ル ト と し 、 吸 い 込 み
口 か ら 整 流 板 ２ ３ を へ て カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト ２ ５ へ 至 る 。 風 洞 ２ ４ は 風 速 を 早 め る
た め 、 絞 り 形 状 と す る 。 吹 き 付 け る カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト ２ ５ は 、 縦 ５ ０ ｍ ｍ 、 横 ５
０ ｍ ｍ の 外 枠 内 に 縦 ２ ０ ｍ ｍ 、 横 ３ ５ ｍ ｍ の 中 抜 き 箇 所 に 挟 み 込 み 、 一 般 写 真 で 用 い ら れ
て い る ス ラ イ ド 写 真 用 マ ウ ン ト と 同 様 と し た 。 吹 き 付 け 面 の 両 側 の 風 洞 ２ ４ に は 気 流 の 流
れ 出 し の た め に 吹 き 抜 け 窓 ２ ６ を 設 け た 。 電 源 容 量 と し て は 、 単 ３ 乾 電 池 ２ １ を ４ 本 用 い
た 場 合 、 運 転 可 能 時 間 は １ ０ 日 弱 で あ っ た 。 こ れ を 補 う た め に 、 太 陽 電 池 で の 充 電 機 能 も
可 能 で あ る 。 尚 、 フ ァ ン ２ ２ は 、 軸 流 フ ァ ン と 形 式 の 異 な る 遠 心 ブ ロ ア 型 フ ァ ン を 同 様 に
用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 図 ９ の よ う に 、 図 ２ と は 形 状 の 異 な る 円 筒 形 の 装 置 で も
同 様 の 性 能 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 回 収 し た カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト ２ ５ は 、 図 ３ の 如 く 、 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ３ ０ や フ ィ
ル ム ス キ ャ ナ ３ １ に て デ ジ タ ル 画 像 化 さ れ て 、 数 値 と し て コ ン ピ ュ ー タ ー ３ ２ に 記 憶 さ れ
る 。 本 実 施 例 と し て は 、 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ３ ０ を 用 い た 。 数 値 と し て コ ン ピ ュ ー タ ー ３ ２
に 記 憶 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 は 、 画 像 解 析 用 ソ フ ト ウ ェ ア に て 、 画 像 内 の 対 象 害 虫 の 数 を 数
え る 計 数 処 理 を 行 う 。 こ の 画 像 解 析 に は 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 閾 値 、 図 ４ を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 図 ４ の 閾 値 、 輝 度 、 彩 度 、 色 相 、 面 積 、 円 形 度 の ５ つ に つ い て 述 べ る 。 実 施 し た
イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ３ ０ で の １ 画 面 の 画 素 数 は ２ ， ７ ０ ０ ， ３ ５ ０ 画 素 で あ る 。 １ 画 素 は Ｒ
Ｇ Ｂ （ 赤 、 緑 、 青 ） の ２ ５ ６ 階 調 か ら 成 り 立 ち 、 Ｒ Ｇ Ｂ 値 か ら 下 記 の 輝 度 ＝ Ｙ 、 色 差 信 号
１ ＝ Ｃ １ 、 色 差 信 号 ２ ＝ Ｃ ２ 、 彩 度 ＝ Ｓ 、 色 相 ＝ Ｈ 、 面 積 ＝ Ａ 、 円 形 度 ＝ Ｅ を 演 算 し た 。
演 算 方 式 は 下 記 の 式 に よ っ て 求 め ら れ た も の で 、 現 在 で は 一 般 的 な 方 法 で あ る 。
Ｙ ＝ ０ ． ３ Ｒ ＋ ０ ． ５ ９ Ｇ ＋ ０ ． １ １ Ｂ 、
Ｃ １ ＝ Ｒ － Ｙ ＝ ０ ． ７ Ｒ － ０ ． ５ ９ Ｇ － ０ ． １ １ Ｂ 、
Ｃ ２ ＝ Ｂ － Ｙ ＝ － ０ ． ３ Ｒ － ０ ． ５ ９ Ｇ ＋ ０ ． ８ ９ Ｂ 、
Ｓ ＝ Ｓ Ｑ Ｒ Ｔ （ Ｃ １ × Ｃ １ ＋ Ｃ ２ × Ｃ ２ ） 、
Ｈ ＝ Tan－ １ （ Ｃ １ ／ Ｃ ２ ） 、
Ａ ＝ 各 画 素 が 上 記 Ｙ ， Ｓ ， Ｈ の 閾 値 以 内 で 連 続 し て 幾 つ 存 在 す る か の 値 、
Ｅ ＝ 真 円 を １ ． ０ と し Ｙ ， Ｓ ， Ｈ の 閾 値 以 内 で 境 界 部 を 追 跡 し 求 め た 円 周 と Ａ か ら 計 算 し
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た 円 形 度 。
閾 値 と し て は 、 １ ０ ０ ０ 倍 し て あ る 。 こ う し て 演 算 算 出 さ れ た 値 は 、 図 ４ に 設 定 さ れ た 閾
値 と 比 較 を し 、 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ か 否 か の 選 別 を 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 実 施 例 で 得 ら れ た 計 測 値 は 図 ５ の 如 く で あ る 。 Ｎ ｏ は カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト ２
５ の サ ン プ ル 番 号 で あ る 。 Ｐ Ｃ カ ウ ン ト は パ ソ コ ン が 算 出 し た 値 で あ る 。 目 視 カ ウ ン ト は
カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト ２ ５ を 実 体 顕 微 鏡 下 で 拡 大 し て 人 間 が カ ウ ン ト し た も の で あ る
。 図 ６ は 図 ５ を グ ラ フ 化 し た も の で あ る 。 高 精 度 に 計 数 し て い る こ と が 解 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 実 施 し た 画 像 処 理 方 法 に つ い て 述 べ る 。 図 ７ の Ａ １ の 画 像 は 図 ３ の イ メ ー ジ ス キ
ャ ナ ３ ０ を 用 い て 、 コ ン ピ ュ ー タ ー ３ ２ へ 取 り 込 ん だ 画 像 で あ る 。 こ れ は 、 １ 枚 分 の カ ー
ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト ２ ５ の 縦 ２ ０ ｍ ｍ 横 ３ ５ ｍ ｍ の 大 き さ を １ 枚 の 画 像 に 撮 影 し た も の
で 、 ２ ， ７ ０ ０ ， ３ ５ ０ 画 素 で あ る 。 Ａ １ の こ の 画 像 内 に 何 匹 の ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ が
付 着 し て い る か の 計 数 処 理 を し て い る 。 Ａ ２ は Ａ １ の 部 分 を 目 視 の た め に 拡 大 し た も の で
あ り 、 ７ ０ は 目 的 の ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の 幼 虫 で あ る 。 ７ １ は ゴ ミ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ８ の Ｂ １ は 、 Ａ １ 内 の ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ 以 外 を 図 ４ の 閾 値 に よ っ て す べ て 削 除 し
た 画 像 で あ る 。 Ｂ ２ は 目 視 の た め に 拡 大 し た も の で あ り 、 ７ １ の ゴ ミ が 取 り 除 か れ て い る
こ と が わ か る 。 こ の よ う に し て 、 最 終 的 に １ 枚 の 画 像 内 に 何 匹 の 対 象 昆 虫 が あ る か の 計 数
を す る 。 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ で の 実 施 例 を 記 載 し た が 、 今 後 、 図 ４ の 閾 値 を 変 更 す る こ
と で 、 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の み な ら ず 、 害 虫 や 益 虫 等 各 種 昆 虫 の 計 数 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 装 置 を 茶 園 に 設 置 し た 概 要 図 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 装 置 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 装 置 の 概 要 図 。
【 図 ４ 】 画 像 処 理 に 用 い た 閾 値 を 示 し た 図 。
【 図 ５ 】 実 施 計 測 値 を 示 し た 図 。
【 図 ６ 】 実 施 計 測 値 を グ ラ フ 化 し た 図 。
【 図 ７ 】 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ に て パ ソ コ ン に 取 り 込 ま れ た 画 像 。
【 図 ８ 】 画 像 処 理 途 中 の １ 画 面 を 示 し た 図 。
【 図 ９ 】 実 施 例 の 装 置 の 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ 　 茶 樹
１ ０ 　 微 小 昆 虫 捕 獲 装 置
１ １ 　 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の 雌 成 虫
１ ２ 　 支 持 台
２ ０ 　 小 型 モ ー タ
２ １ 　 乾 電 池
２ ２ 　 フ ァ ン
２ ３ 　 整 流 板
２ ４ 　 風 洞
２ ５ 　 カ ー ト リ ッ ジ 式 粘 着 シ ー ト 面
２ ６ 　 吹 き 抜 け 窓
３ ０ 　 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ
３ １ 　 フ ィ ル ム ス キ ャ ナ
３ ２ 　 コ ン ピ ュ ー タ ー
７ ０ 　 ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ の 幼 虫
７ １ 　 ゴ ミ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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